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 事業概要 

本事業では, CFD のフライトエンベロープ全域予測を目指して航空機のバフェット現象解明に向け
た非定常流体解析に関する研究を実施している. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/basic/numerical/ 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

航空機周りのバフェット現象のような, 高レイノルズ数で剥離を伴う非定常現象を精度良く予測す
るには, 大規模な計算資源が必要である. 

 

 今年度の成果 

本研究では, 本稿では, フライトエンベロープにおける CFD の適用範囲拡大を目指し, 低速バフェ
ット, 高速バフェットに関する解析を実施した. 低速バフェットについては, 低速の非定常解析に有
効な格子ボルツマン法(LBM: Lattice Boltzmann Method)を採用した. LBM と BCM(Building Cube 
Method)を組み合わせることで, 大規模計算を可能にした. 図 1 は, NASA-CRM に対して低速バフェ
ットの解析を約 4 億セル使用して計算した例である. 主翼前縁の剥離剪断層から発生する細かい渦を
とらえている. 図 2は後退角を持つ 2.5次元翼に対して, 高速バフェットの全体安定解析を実施した結
果である. 衝撃波振動に関する変動モードが得られている. 後退角を増やすにつれてバフェット周波
数が大きくなっており, これまでの報告と定性的に同じ結果が得られている. 

 

フルフライトエンベロープの予測を目指した非定常流体解析に関する研究 
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図 における低速バフェットの 解析

図 後退角付き翼における高速バフェットの全体安定解析

成果の公表

査読付き論文
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